
２０１４年２月２７日 

環 境 線 量 低 減 対 策 

 

原子炉建屋からの追加的放出量の評価結果（平成２６年２月） 

 

○１～４号機原子炉建屋からの現時点の放出量（セシウム）を、原子炉建屋上部等の空気中放射性

物質濃度（ダスト濃度）を基に評価。（各号機の採取地点は別紙参照） 

○１～４号機の大物搬入口は閉塞の状態で測定。 

○１～４号機建屋からの現時点の放出による敷地境界における被ばく線量は0.03mSv/年と評価。 

○被ばく線量は，原子炉建屋上部等の空気中放射性物質濃度を基に算出した１～４号機放出量の合

計約0.1億ベクレル/時から算出。 

○号機毎の推移については下記のグラフの通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本放出による敷地境界の空気中の濃度は、Cs-134及びCs-137ともに1.5×10-9（Bq/cm3）と評価。 

※周辺監視区域外の空気中の濃度限度：Cs-134･･･2×10-5、Cs-137･･･3×10-5（Bq/cm3） 

※１F敷地境界周辺のダスト濃度「実測値」： 

Cs-134･･･ND（検出限界値：約1×10-7）、Cs-137･･･ND（検出限界値：約2×10-7）（Bq/cm3） 

 

１号機　原子炉建屋からの放出量推移
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２号機　原子炉建屋からの放出量推移
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３号機　原子炉建屋からの放出量推移
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４号機　原子炉建屋からの放出量推移
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3/11：ブローアウトパネル閉止 

9/17：排気設備停止



（備考） 

・ １～４号機の放出量の合計値は0.02億ベクレル/時であり、原子炉の状態が安定しているこ

とから、前月と同様に0.1億ベクレル/時と評価している。 

・ 希ガスについては、格納容器ガス管理設備における分析結果から放出量を評価しているが、

放出されるガンマ線実効エネルギーがセシウムに比べて小さく、被ばく経路も放射性雲の通

過による外部被ばくのみとなるため、これによる被ばく線量は、セシウムによる線量に比べ

て極めて小さいと評価している。 

・ ３号機の放出量の上昇については、ダスト測定時の風が前月より強かったことから、原子炉

建屋上部におけるダストの舞い上がりが主な原因と考えられる。 



11～～44号機原子炉建屋からの号機原子炉建屋からの
追加的放出量評価結果追加的放出量評価結果 平成平成2626年年22月月評価分評価分

（詳細データ）（詳細データ）

別紙別紙

1知的財産 取扱注意

1.1. 放出量評価について放出量評価について

放出量評価値（放出量評価値（22月評価分）月評価分）

― 0.0010.0010.00092以下4号機

約約0.1(0.00.1(0.022))

0.0060.006

0.00080.0008

0.000.0044

1.5E-6以下(希ガス14)0.00390.00193号機

原子炉建屋上部

単位：億Bq/時

合計

公表予定値

9.1E-7以下(希ガス11以下)

1.1E-6以下(希ガス0.74）

PCVガス管理sys

0.00071以下2号機

0.0037以下1号機

機器ハッチ部原子炉直上部

放出量評価値（放出量評価値（11月評価分）月評価分）

― 0.0010.0010.00093以下4号機

約約0.1(0.00.1(0.022))

0.0010.001

0.00050.0005

0.0090.009

9.9E-7以下(希ガス13)0.00030以下0.000683号機

原子炉建屋上部

単位：億Bq/時

合計

公表予定値

8.2E-7以下(希ガス9.9以下)

1.1E-6以下(希ガス1.5）

PCVガス管理sys

0.00049以下2号機

0.00851号機

機器ハッチ部原子炉直上部



2知的財産 取扱注意

1.1.ダスト等測定結果ダスト等測定結果
①建屋カバー内（単位Bq/cm3）

2.12.1 11号機の放出量評価号機の放出量評価

3.2E0

6.5E0

PCVｶﾞｽ管理sys

出口 (Bq/cm3)

23

23

流量

(m3/h)

Kr-85前回

2/17

採取日

Kr-85

核種

ND(2.7E-6)Cs-137
23

ND(1.9E-6)Cs-134
2/17

ND(2.8E-6)

ND(1.9E-6)

PCVｶﾞｽ管理sys

出口 (Bq/cm3)

23

流量

(m3/h)

Cs-137

Cs-134
前回

採取日 核種

2/17

前回

採取
日

4.5E-61.9E-51.9E-51.5E-52.3E-52.3E-5Cs-137

1.8E-67.1E-6ND(6.4E-6)5.3E-68.8E-68.8E-6Cs-134

ND(1.3E-6)1.1E-5ND(1.0E-5)2.5E-62.6E-6ND(1.3E-6)Cs-137

ND(9.3E-7)4.2E-6ND(7.0E-6)1.1E-6ND(9.4E-7)ND(9.4E-7)Cs-134

北側上部

ﾌｨﾙﾀｰ入口

機器

ﾊｯﾁ上

南側

上部

南西

ｺｰﾅｰ

北西

ｺｰﾅｰ

北東

ｺｰﾅｰ
核種

原子炉建屋
ﾌｨﾙﾀｰ

②PCVｶﾞｽ管理sys

ﾌｨﾙﾀｰ
出口

①建屋カバー内

ﾀﾞｽﾄ採取ﾗｲﾝ
（６ヶ所）

②PCVガス管理sys

2.2.建屋カバー漏洩率評価建屋カバー漏洩率評価
21,58321,583m3/h (1/9～2/17)

33..放出量評価放出量評価
建屋カバーからの放出量 ＝ (7.0E-6+1.0E-5) ×21583 ×1E6 ×1E-8 ＝3.7E-3億Bq/時以下
PCVガス出口(Cs) ＝ (1.9E-6+2.7E-6) ×23E6 ×1E-8 ＝1.1E-6億Bq/時以下
PCVガス出口(Kr) ＝ (3.2E0) ×23E6 ×1E-8 ＝7.4E-1億Bq/時
PCVガス出口(Kr被ばく線量) ＝ 7.4E7 ×24 ×365 ×2.5E-19 ×0.0022 /0.5 ×1E3 ＝7.1E-7mSv/年

赤字の数値を放出量評価に使用
（複数の測定結果がある場合は、Cs134+Cs137合計値が一番高い箇所を採用）

3知的財産 取扱注意

10,000

ND(5.5E-7)Cs-137
10,000

ND(3.7E-7)Cs-134
2/4

流量m3/h)(Bq/cm3)核種採取日

ND(3.8E-7)Cs-134
前回

ND(5.6E-7)Cs-137

原子炉建屋
③PCVｶﾞｽ管理sys

ﾌｨﾙﾀｰ出口

ﾌｨﾙﾀｰ

①排気設備sys

576215762前回

8376183762/4

R/B1FL開口部
の流入量(m3/h)

漏洩率評価(m3/h)

（排気設備の流量10,000m3/h）
測定日

②ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ
の隙間

ﾌｨﾙﾀｰ
入口

ﾌｨﾙﾀｰ
出口

2.22.2 22号機の放出量評価号機の放出量評価

ND(2.8E-6)

ND(2.0E-6)

ND(2.8E-6)

ND(2.0E-6）

(Bq/cm3)

19

17

流量(m3/h)

Cs-137

Cs-134
前回

2/4

採取日

Cs-137

Cs-134

核種

ND(5.8E1)

ND(5.8E1)

(Bq/cm3)

19

17

流量(m3/h)

Kr-85前回

2/4

採取日

Kr-85

核種

4.7E-6

2.0E-6

(Bq/cm3)

2/4

採取日

Cs-137

Cs-134

核種

2.2E-6Cs-134
前回

(Bq/cm3)核種採取日

5.1E-6Cs-137

ﾌｨﾙﾀｰ

3.3.放出量評価放出量評価
排気設備出口 ＝(3.7E-7+5.6E-7) ×10,000 ×1E6 ×1E-8 ＝ 9.3E-5億Bq/時以下
BOP隙間等 ＝(2.2E-6+5.1E-6) ×8376 ×1E6 ×1E-8 ＝ 6.1E-4億Bq/時
PCVガス出口(Cs) ＝(2.0E-6+2.8E-6) ×19E6 ×1E-8 ＝ 9.1E-7 億Bq/時以下
PCVガス出口(Kr) ＝5.8E1 ×19E6 ×1E-8 ＝ 11億Bq/時以下
PCVガス出口(Kr被ばく線量) ＝11E8 ×24 ×365 ×2.4E-19 ×0.0022 /0.5 ×1E3 ＝ 1.0E-5mSv/年以下

2.2.ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間の漏洩率評価ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間の漏洩率評価

②排気設備sys入口ダスト測定結果（ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間からの漏洩） ③PCVガス管理sys

1.1.ダスト等測定結果ダスト等測定結果
①排気設備sys出口ダスト測定結果

赤字の数値を放出量評価に使用



4知的財産 取扱注意

流量(m/s)上部南西②南西①

機器ﾊｯﾁ原子炉直上部
核種採取日

0.03前回
ND(2.2E-6)4.8E-56.2E-6Cs-134

6.6E-61.1E-42.2E-5Cs-137

2/6
6.1E-5

2.5E-5

3.1E-4

1.3E-4

5.3E-5Cs-137
0.04

2.0E-5Cs-134
5.5E-6

ND(2.1E-6)

ND(2.7E-6)

ND(2.0E-6)

PCVｶﾞｽ管理sys出口

(Bq/cm3)

20

21

流量

(m3/h)

Cs-137

Cs-134
前回

採取日

Cs-137

Cs-134

核種

7.0E1

6.4E1

PCVｶﾞｽ管理sys出口

(Bq/cm3)

20

21

流量

(m3/h)

Kr-85前回

2/6

採取日

Kr-85

核種

2.32.3 33号機の放出量評価号機の放出量評価

原子炉建屋

②PCVガス管理sys

ﾌｨﾙﾀｰ
出口

機器ﾊｯﾁ

①原子炉上部

ﾌｨﾙﾀｰ

1.1.ダスト等測定結果ダスト等測定結果

①原子炉上部（単位Bq/cm3） ②PCVガス管理sys

2.2.放出量評価放出量評価
放出量（原子炉直上部）※ ＝(1.3E-4+3.1E-4) × 0.12※ ×1E6 ×3600 ×1E-8 ＝ 1.9E-3億Bq/時
放出量（機器ハッチ） ＝(2.5E-5+6.1E-5) ×(0.04×5.6 ×5.6)E6 × 3600 ×1E-8 ＝ 3.9E-3億Bq/時
PCVガス出口(Cs) ＝(2.1E-6+5.5E-6) ×20E6 ×1E-8 ＝ 1.5E-6億Bq/時以下
PCVガス出口(Kr) ＝(7.0E1) ×20E6 ×1E-8 ＝ 14億Bq/時
PCVガス出口(Kr被ばく線量) ＝14E8 ×24 ×365 ×3.0E-19 ×0.0022 /0.5 ×1E3 ＝ 1.6E-5mSv/年

原子炉上部

※原子炉直上部から放出流量は，H26.2.1現在の
蒸気発生量（m3/s）を適用

南西①

南西②

赤字の数値を放出量評価に使用
（複数の測定結果がある場合は、Cs134+Cs137合計値が一番高い箇所を採用）

5知的財産 取扱注意

2.2.建屋カバー漏洩率評価建屋カバー漏洩率評価
7,1247,124m3/h (1/18～2/14)

3.3.放出量評価放出量評価
燃料取出し用カバーからの漏洩量 ＝ (6.3E-7+9.6E-7) ×7124×1E6×1E-8 ＝1.1E-4億Bq/時以下

燃料取出し用カバー排気設備 ＝ (6.5E-7+9.6E-7) ×50000 ×1E6 ×1E-8 ＝8.1E-4億Bq/時以下

2.42.4 44号機の放出量評価号機の放出量評価

ND(9.6E-7)Cs-137
50000

ND(6.5E-7)Cs-134
2/14

ND(9.8E-7)

ND(6.5E-7)

燃料取出し用ｶﾊﾞｰ
排気設備出口 (Bq/cm3)

50000

流量

(m3/h)

Cs-137

Cs-134
前回

採取日 核種

原子炉建屋
②燃料取出し用ｶﾊﾞｰ排気設備

ND(8.9E-7)

ND(6.3E-7)

ND(8.8E-7)

ND(6.1E-7)

ﾁｪﾝｼﾞﾝｸﾞ

ﾌﾟﾚｲｽ近傍

ND(9.6E-7)

ND(6.3E-7)

ND(9.8E-7)

ND(6.6E-7)

SFP近傍

2/14

前回

採取日

ND(8.8E-7)Cs-137

ND(6.3E-7)Cs-134

ND(8.8E-7)Cs-137

ND(6.3E-7)Cs-134

ｶﾊﾞｰ上部核種

①燃料取出し用カバー内

ﾀﾞｽﾄ採取ﾗｲﾝ
（3ヶ所）

ﾌｨﾙﾀｰ
入口

ﾌｨﾙﾀｰ
出口

ﾌｨﾙﾀｰ

1.1.ダスト等測定結果ダスト等測定結果
①燃料取出し用カバー内

(燃料取出し用カバー排気設備入口)（単位Bq/cm3） ②燃料取出し用カバー排気設備出口

赤字の数値を放出量評価に使用
（複数の測定結果がある場合は、Cs134+Cs137合計値が一番高い箇所を採用）



6知的財産 取扱注意

参考参考11 11号機建屋カバーの漏洩率評価号機建屋カバーの漏洩率評価
評価方法

空気漏洩量は外部風速、建屋内外圧差、隙間面積などから計算で求める。

計算例

2月17日 北北西 4.3m/s

V0：外気風速（m/s）
V1：カバー流出入風速（m/s）
V2：カバー流出入風速（m/s）
V3：カバー流出入風速（m/s）
V4：カバー流出入風速（m/s）
V5：カバー流出入風速（m/s）
V6：排気風速（m/s）
P1：上流側圧力（北風）（Pa）
P2：下流側圧力（北風）（Pa）
P3：上流側圧力（西風）（Pa）
P4：下流側圧力（西風）（Pa）
P5：R/B内圧力（0Pa）
P：カバー内圧力（Pa）

S1：カバー隙間面積（m2）
S2：カバー隙間面積（m2）
S3：カバー隙間面積（m2）
S4：カバー隙間面積（m2）
S5：R/B二重扉開口面積（m2）
S6：R/B大物搬入口開口面積（m2）
S7：R/B非常用扉開口面積（m2）
S8：排気ダクト吸込面積（m2）
ρ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北風上側)
C2：風圧係数(北風下側)
C3：風圧係数(西風上側)
C4：風圧係数(西風下側)
ζ：形状抵抗係数

↑
↓

↑
→   →

↑
V0

北

P

原子炉建屋

←

V5(P5=0)

 S6

 S5

 S2

 S4 S3

 S1

 V4 V4

V2

P1
P2

P4

P3

(大物搬入口)(排気設備)

(二重扉)

 V1

 S8

V6

 S7
(非常用扉)

 V3

7知的財産 取扱注意

参考参考11 11号機建屋カバーの漏洩率評価号機建屋カバーの漏洩率評価
風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北風）：P1=C1×ρ×V0^2/(2g) ・・・（１）
下流側（北風）：P2=C2×ρ×V0^2/(2g) ・・・（２）
上流側（西風）：P3=C3×ρ×V0^2/(2g) ・・・（３）
下流側（西風）：P4=C4×ρ×V0^2/(2g) ・・・（４）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζとすると
P1-P=ζ×ρ×V1^2/(2g) ・・・（５）
P-P2=ζ×ρ×V2^2/(2g) ・・・（６）
P3-P=ζ×ρ×V3^2/(2g) ・・・（７）
P-P4=ζ×ρ×V4^2/(2g) ・・・（８）
P5-P=ζ×ρ×V5^2/(2g) ・・・（９）

空気流出入量のマスバランス式は
(V1×S1+V3×(S6+S7)+V5×S5)×3600=(V2×S2+V4×(S3+S4)+V6×S8)×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると
Y＝(V1×S1+V3×(S6+S7)+V5×S5)×3600-(V2×S2+V4×(S3+S4)+V6×S8)×3600

Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４，Ｖ５は（５），（６），（７），（８），（９）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるようにＰの値を調整す

V0 C1 C2 C3 C4 ζ ρ
(m/s) (kg/m3)
4.31 0.80 -0.50 0.10 -0.50 1.00 1.20
S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8

(m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2)
1.20 1.20 1.20 1.10 2.00 0.00 2.00 2.88

P1 P2 P3 P4 P5 P
(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.911184 -0.56949 0.113898 -0.56949 0 -0.05914

V1 V2 V3 V4 V5 V6
(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)
3.98 2.89 1.68 2.89 0.98 0.00
IN OUT IN OUT IN OUT(排気)

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

給気風量 36,378 m3/h
排気ファン風量 0 m3/h
漏洩率 36,378 m3/h

0.00
ＯＫ

Y

(m3/h)



8知的財産 取扱注意

参考参考11 11号機建屋カバーの漏洩率評価号機建屋カバーの漏洩率評価
週ごとの漏洩量評価（一例）

漏洩量合計

2月13日 2月14日 2月15日 2月16日 2月17日 2月18日 2月19日

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

西風 6.5 0.5 59,710 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 2.1 4.2 19,695 0.0 0.0 0.0 0.0

西北西風 3.3 6.7 29,374 2.0 0.8 17,928 0.0 0.0 0 8.3 1.2 72,689 3.3 3.5 28,582 0.0 0.0 0.0 0.0

北西風 2.5 8.2 21,561 2.9 7.8 25,034 7.3 4.5 64,231 7.9 16.0 69,045 3.2 6.2 28,364 0.0 0.0 0.0 0.0

北北西風 2.3 5.0 19,792 3.3 4.7 27,954 7.5 5.3 63,204 7.1 6.8 59,678 4.3 6.3 36,378 0.0 0.0 0.0 0.0

北風 2.1 0.3 16,255 3.0 4.7 24,128 7.6 1.2 60,376 0.0 0.0 0 4.8 0.3 37,664 0.0 0.0 0.0 0.0

北北東風 0.0 0.0 0 3.0 5.2 23,513 11.1 0.7 88,033 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

北東風 0.0 0.0 0 2.0 0.8 16,876 8.2 9.5 69,015 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

東北東風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 7.2 2.8 62,822 0.0 0.0 0 2.0 0.2 17,422 0.0 0.0 0.0 0.0

東風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 2.3 0.2 21,437 0.0 0.0 0.0 0.0

東南東風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

南東風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

南南東風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.8 0.5 14,308 0.0 0.0 0.0 0.0

南風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.2 0.5 9,779 0.0 0.0 0.0 0.0

南南西風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.6 0.8 13,664 0.0 0.0 0.0 0.0

南西風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.9 0.3 16,658 0.0 0.0 0.0 0.0

西南西風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 2.0 0.8 17,928 0.0 0.0 0.0 0.0

漏洩日量
　(m3)

506,144 589,635 1,588,895 1,597,318 650,363 0 0

評価期間 1/9 ～ 1/15 1/16 ～ 1/22 1/23 ～ 1/29 1/30 ～ 2/5 2/6 ～ 2/12 2/13 ～ 2/17 漏洩量合計(m3) 評価対象期間(h) 漏洩率(m3/h)

週間漏洩量
(m3)

20,719,483 960 21,5834,932,3543,969,890 3,964,800 4,102,966 5,023,0893,658,739

16方位毎の平均風速から漏洩率を前頁のように評価する。

9知的財産 取扱注意

参考参考22 44号機燃料取出し用カバーの漏洩率評価号機燃料取出し用カバーの漏洩率評価

評価方法
空気漏洩量は外部風速、建屋内外圧差、隙間面積などから計算で求める。

計算例

2月14日 北北西 3.3m/s

V0：外気風速（m/s）
V1：カバー内流出入風速（m/s）
V2：カバー内流出入風速（m/s）
V3：カバー内流出入風速（m/s）
V4：カバー内流出入風速（m/s）
V5：カバー内流出入風速（m/s）
P：カバー内圧力（Pa）

→ → P1：上流側圧力（北風）（Pa）
P2：下流側圧力（北風）（Pa）
P3：上流側圧力（西風）（Pa）
P4：下流側圧力（西風）（Pa）
P5：R/B内圧力（0Pa）

S1：カバー隙間面積（m2）
S2：カバー隙間面積（m3）

S3：カバー隙間面積（m4）

S4：カバー隙間面積（m5）

S5：建屋床損傷部隙間面積（m2）
ρ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北風上側)
C2：風圧係数(北風下側)
C3：風圧係数(西風上側)
C4：風圧係数(西風下側)
ζ：形状抵抗係数

↑

↑

↑
V0

原子炉建屋

P1 P2

P4

V3

P5=0
原子炉建屋

V1 V2

 S5

北

(建屋床損傷部)

P
カバー

P
カバー

建屋損傷部から
カバー内への流出入

V5

 S2

 S3
 S1

 S4

V4

P3

(送風気) (排風気)



10知的財産 取扱注意

参考参考22 44号機燃料取出し用カバーの漏洩率評価号機燃料取出し用カバーの漏洩率評価
風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北風）：P1=C1×ρ×V0^2/(2g) ・・・（１）
下流側（北風）：P2=C2×ρ×V0^2/(2g) ・・・（２）
上流側（西風）：P3=C3×ρ×V0^2/(2g) ・・・（３）
下流側（西風）：P4=C4×ρ×V0^2/(2g) ・・・（４）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζとすると
P1-P=ζ×ρ×V1^2/(2g) ・・・（５）
P-P2=ζ×ρ×V2^2/(2g) ・・・（６）
P3-P=ζ×ρ×V3^2/(2g) ・・・（７）
P-P4=ζ×ρ×V4^2/(2g) ・・・（８）
P5-P=ζ×ρ×V5^2/(2g) ・・・（９）

空気流出入量のマスバランス式は
(V1×S1+V3×S4+V5×S5)×3600=(V2×S3+V4×S2)×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると
Y＝(V1×S1+V3×S4+V5×S5)×3600-(V2×S3+V4×S2)×3600

Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４，Ｖ５は（５），（６），（７），（８），（９）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるように
Ｐの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 ζ ρ
(m/s) (kg/m3)
3.31 0.80 -0.50 0.10 -0.50 2.00 1.20
S1 S2 S3 S4 S5

(m2) (m2) (m2) (m2) (m2)
0.44 0.81 0.46 0.81 4.00

P1 P2 P3 P4 P5 P
(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.538016 -0.33626 0.067252 -0.33626 0 -0.00231

V1 V2 V3 V4 V5
(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)
2.10 1.65 0.75 1.65 0.14
IN OUT IN OUT IN

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

漏洩率 7,503 m3/h

Y

(m3/h)
0.00
ＯＫ

11知的財産 取扱注意

参考参考22 44号機燃料取出し用カバーの漏洩率評価号機燃料取出し用カバーの漏洩率評価

週ごとの漏洩量評価（一例）

漏洩量合計

2月8日 2月9日 2月10日 2月11日 2月12日 2月13日 2月14日

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

西風 0.0 0.0 0 4.1 0.8 11,143 2.8 3.5 7,636 3.7 0.0 9,972 0.0 0.0 0 6.5 0.5 0 0.0 0.0 0

西北西風 3.5 0.3 7,950 2.1 1.8 4,667 2.1 6.3 4,752 3.8 0.8 8,722 2.7 1.0 6,057 3.3 6.7 7,592 2.0 0.8 4,634

北西風 3.0 11.5 6,728 3.9 3.5 8,836 2.4 5.5 5,354 2.9 7.5 6,652 2.9 4.2 6,595 2.5 8.2 5,585 2.9 7.8 6,485

北北西風 4.5 6.5 10,297 7.0 12.5 15,825 1.8 1.7 4,120 2.5 5.8 5,724 4.3 13.3 9,839 2.3 5.0 5,312 3.3 4.7 7,503

北風 4.0 0.8 12,702 4.8 4.8 15,145 3.2 0.5 10,061 2.4 4.2 7,596 5.8 5.5 18,130 2.1 0.3 6,445 3.0 4.7 9,567

北北東風 7.5 3.8 16,870 7.8 0.2 17,658 2.7 0.3 6,112 4.0 5.0 9,161 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 3.0 5.2 6,696

北東風 6.3 0.8 14,308 0.0 0.0 0 2.8 1.3 6,246 4.3 0.7 9,709 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 2.0 0.8 4,542

東北東風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.3 0.2 2,953 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

東風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

東南東風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.4 0.3 3,142 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南東風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.9 0.2 2,020 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南南東風 0.0 0.0 0 1.8 0.2 4,029 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.8 0.3 5,633 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南南西風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.3 1.0 2,798 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南西風 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.6 0.8 3,546 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

西南西風 13.6 0.2 30,526 0.5 0.2 1,122 1.5 1.5 3,467 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

漏洩日量
　(m3)

239,219 323,589 123,241 174,476 264,441 124,938 172,701

評価期間 1/18 ～ 1/24 1/25 ～ 1/31 2/1 ～ 2/7 2/8 ～ 2/14 評価対象期間(h) 漏洩率(m3/h)

週間漏洩量
(m3)

672 7,1241,422,6041,082,465 1,249,839 4,787,059

漏洩量合計(m3)

1,032,151

16方位毎の平均風速から漏洩率を前頁のように評価する。。


